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総括研究報告書 

 
 

次世代のデジタル睡眠管理法開発および有用性・実行性評価と国際化に関す
る研究 

 

 

研究代表者 栗山健一   国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 

 睡眠・覚醒障害研究部 部長 

 

研究要旨 

健康日本 21（第三次）の休養目標として、睡眠時間（および床上時間）を適正化し、睡眠の質（睡眠

による休養感）を向上させることが挙げられている。これを達成するために「健康づくりのための睡眠ガ

イド 2023」が作成されたが、さらにデジタル技術を活用した睡眠管理法を提案する。様々なスマートフ

ォンアプリやウェアラブルデバイスを活用可能な API（Application Programming Interface）を開発し、

改良を加えた上で、これを用いたデジタル睡眠管理法の実行可能性および有用性を検証するための縦断

調査（ランダム化比較試験）を計画・実施する。さらに、「健康づくりのための睡眠ガイド 2023」の英

語版を作成し、国際的な情報発信に努める。本研究成果は、次期健康日本 21における次世代睡眠健康管

理プラットフォームとしての活用可能であり、国際的な活用拡大へも展開することが可能である。 

 

Ａ．研究目的 

 健康日本21（第三次）の休養指標である、睡眠

時間（および床上時間）を適正化し、睡眠の質（睡

眠による休養感）を向上させるための指針として、

科学的検証に基づく「健康づくりのための睡眠ガ

イド2023」が作成された。国民はこのガイドに則

り、自身の睡眠・生活習慣を適正化し、睡眠障害

の予防及び早期発見・早期介入を志すことで、睡

眠健康を増進させることが可能となる。 

これをより容易にするために、国民一人ひとり

が自らの睡眠・生活習慣等を振り返るための睡眠

チェックシートおよび、具体的な改善案を提示す

るアドバイスシートを作成した。 

 近年の急速なデジタル技術の発展に伴い、スマ

ートフォンを活用した健康管理アプリが市場で

活発に展開されるようになり、睡眠健康管理にも

スマートフォンを活用したアプリが出現してい

る。さらに、ウェアラブルデバイスを用いて睡眠

を評価する技術も急速に発展してきており、これ

らを組み合わせた方法論も様々提案されている。 

特に、睡眠時間（床上時間）においては、客観

的な評価に基づく指標がより生理的休養量を反

映するため、ウェアラブルデバイスを活用した方

法論を利用することは、効果的に健康増進を推し

進める上で有用と考えられる。我々の研究班では

前事業（厚生労働科学研究・21FA1002）において、

睡眠チェックシートおよびアドバイスシートを

統括した機能を備えるデジタルアプリの基盤と

なるAPI（Application Programming Interface）

の開発も並行して実施した。このAPIは、ウェアラ

ブルデバイスにより客観的に測定した睡眠時間・

床上時間・睡眠の質指標等を読み込み、主観的な

睡眠時間・床上時間・睡眠休養感と併せて睡眠健

康度を評価し、ユーザーにフィードバックする機

能拡張が可能である。 

本研究事業では、上記APIをさらに発展させた

うえで、これを用いた睡眠評価・フィードバック

システムの有用性・実効性を評価する計画を立案

した。本計画は、API・アプリ開発チーム（尾崎、

佐伯、駒田、志村、橋本、栗山）と、研究デザイ

ン・実施チーム（栗山、吉池、大庭、兼板、鈴木、

井谷、田中、佐伯、三島、竹島、角谷、有竹、上

田）に分かれ、前チームは主にAPIの開発を前進

させ、実証研究に活用可能とすること、後チーム
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は主にAPIを活用するためのスマートフォンアプ

リとウェアラブルデバイスを組み合わせたシス

テムの有用性・実行性を検証するための実証研究

（縦断介入調査）を立案し、研究を遂行すること

をテーマとした。 

APIを用いた睡眠管理の有用性を検証するため

に、主に勤労世代の成人を対象とした縦断介入試

験を計画した。この実証研究では、心身の健康指

標やプレゼンティーズムをエンドポイントとし、

適切な睡眠時間および睡眠の質（睡眠休養感等）

の確保による上記エンドポイントへの影響度を

評価するとともに、職域で実施する健康診断およ

びストレスチェックの結果を用いた健康増進へ

の寄与度も評価する。さらに、睡眠環境・生活習

慣、嗜好品の摂取等の変化（改善）による影響の

みならず、ウェアラブルデバイスを用いた睡眠評

価の有用性の評価も併せて実施する方針とした。 

さらに、前事業（厚生労働科学研究・21FA1002）

において立案し、健康づくりのための睡眠指針の

改訂に関する検討会を経て策定された「健康づく

りのための睡眠ガイド2023」を国際的に周知する

ために、立案に関与した研究分担者を中心に、上

記ガイドの英語版作成に取り組むこととした。 

 

 

Ｂ．研究方法 

１．API の改良とアプリ開発（API・アプリ開発チ

ーム） 

市販のウェアラブルデバイスについて、測定可

能項目、デバイスメーカー提供のソフトウェア／

サーバー以外での計測データ利用可否とその精

度、導入コスト等を調査し、実証研究に用いるデ

バイスを選定する。 

スマートフォンおよびウェアラブルデバイス

のメーカーが提供するサーバーを中継してクラ

ウドデータベースに睡眠・生活習慣データを集約

・保存する方式の検討を行う。 

 さらに、行動変容ならびにアプリの有用性をど

のように評価するかを検討する。 

 

２．API・アプリを用いた睡眠管理システムの有効

性・実行性検証（研究デザイン・実施チーム） 

本チームのコアメンバーにより研究デザインを

立案し、API・アプリ開発チームを含めた全研究分

担者と協議のうえ、以下の研究デザインを決定し、

研究を実施する。 

自治体・企業等の協力を得て、各団体の所属職

員を対象に参加者を募集する。同意取得後に研究

対象者の人口統計データ、職域の一般健康診断お

よびストレスチェックデータ（2024 年度）、仕事

の パ フ ォ ー マ ン ス （ Work Limitations 

Questionnaire Short-Form 日本語版：WLQ-SF-

J）、健康関連 QOL（SF-8-J）と睡眠・生活習慣

および嗜好品の摂取状況、睡眠障害症候（健康日

本 21 睡眠チェックシート）、睡眠習慣改善に関す

る自己効力感を、各質問票を用いて収集する。 

研究対象者を、乱数表を用いて以下の 4 群に割

り付ける。①ウェアラブルデバイス（Fitbit Inspire 

3：Google LLC）＆睡眠アプリ（API）使用、②睡

眠アプリ（API）のみ使用、③ウェアラブルデバイ

ス（Fitbit Inspire 3）のみ使用、④ウェアラブル

デバイス・睡眠アプリいずれも使用しない（対照

群）。 

研究対象者は自らの睡眠管理を、各群に割り振

られた方法を用いて 6 か月間行う。ウェアラブル

デバイスは、同意取得日より装着・使用開始し、睡

眠アプリは、各対象者のスマートフォン（私物）に

インストールする。ウェアラブルデバイスは

Fitbit アプリ（無料：Google LLC）を用いて管理

し、睡眠・覚醒パターンを心想計アプリ（無料：株

式会社ツリーベル）を用いて自動記録する。対象

者は睡眠アプリを介して、自身の睡眠・生活習慣

等を 1 週間おきに記入する。さらに、全ての対象

者の寝室に環境センサ（2JCIE-BU01：オムロン株

式会社）を設置し、温度、湿度、照度、気圧、騒音、

振動等の寝室環境指標を継続的に計測する。 

研究期間中は逐一、対面もしくは Web を介し

て、睡眠管理中に生じた課題を相談できる機会を

設ける。約 6 か月後に再度、職域の一般健康診断

およびストレスチェックデータ（2025 年度）、仕

事のパフォーマンス（WLQ-SF-J）、健康関連 QOL

（SF-8）、睡眠・生活習慣等（健康日本 21 睡眠

チェックシート）を評価するとともに、研究期間

中に新たに発症・発覚した疾患に関して集計する。 

 

３．健康づくりのための睡眠ガイド 2023 の英語

版作成（全研究分担者） 
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「健康づくりのための睡眠ガイド 2023」の原版を

忠実に反映するよう、研究代表者が翻訳作業を行

った上で、ネイティブ英文校正業者に修正を依頼

する。これを基に、各ガイド項目における原版の

主担当者が確認・修正し、研究代表者が体裁を整

えた上で、厚生労働省担当局に確認を依頼する予

定である。 

 

倫理面への配慮 

本事業に関する研究は、文部科学省・厚生労働

省の「人を対象とする医学系研究に関する倫理指

針」に基づき、国立精神・神経医療研究センター倫

理委員委員会の承認を受けて行う。 

 

 

Ｃ．研究結果 

１．API の改良とアプリ開発 

ウェアラブルデバイス、スマートフォンアプリ、

中継サーバー、研究用サーバーが連動するシステ

ムを構築した。スマートフォンアプリは、ツリー

ベル社のフレームワークをベースに開発し、これ

はウェアラブルデバイスからの睡眠データの取

得、睡眠日誌の作成、中継サーバーへのデータ送

信の機能を有する仕様とした。中継サーバーは、

Google 社のサーバー経由で Fitbit データの取得

し、スマートフォンから送られる睡眠データを集

約し、集約したデータの研究用サーバーへ転送す

る機能を装備する仕様とした。研究用サーバーに

は、全事業で開発したデジタル版プラットフォー

ムを拡張し、ユーザーが入力する主観データとウ

ェアラブルデバイスからの客観データを受信し保

健指導アドバイスを返信する Web APIとデータベ

ースを構築した。 

実証研究において、本システムの有用性・実効

性を評価する項目として、自己効力感（セルフエ

フィカシー）および、アプリでフィードバックさ

れたアドバイスを実際に実践できる自信の度合い

（自己効力感）を評価することを提案した。 

 

２．API・アプリを用いた睡眠管理システムの有効

性・実行性検証 

API・アプリ開発チームの提案および全研究分

担者の意見を盛り込み研究デザインを確立した。

現在、研究を遂行中である。国立精神・神経医療

研究センター倫理委員委員会より、2025年2月10

日に研究計画が承認され（同年3月26日に修正申

請の承認あり）、2025年4月中旬より被験者の組

み入れを予定している。 

 

３．健康づくりのための睡眠ガイド2023の英語版

作成 

 研究代表者が翻訳作業を行った上で、ネイティ

ブ英文校正業者に修正を依頼した。英文校正者の

アドバイスを採用し、一部の原版の表現を、欧米

文化圏の表現に改めた。今後これを基に、各ガイ

ド項目における原版の主担当者が確認・修正する

段階に進む。 

 

 

Ｄ．考察 

全研究班員が２チームに分かれ、各担当課題を

着実に遂行した。進捗はいずれのチームも予定通

りであり、実証研究を着実に遂行する準備が整っ

た。当初の予定に加えて、「健康づくりのための

睡眠ガイド2023」の英語版作成を実施することと

した。こちらの進捗状況も順調である。 

本研究の成果は、主に勤労世代における、次世

代デジタル睡眠管理の設計における参考情報と

して活用される。さらに、デジタルプラットフォ

ームを活用した睡眠疫学調査のフィージビリテ

ィを推計する上で重要な参考情報となる。これら

の成果は本邦における次世代の睡眠健康増進施

策の基盤として提案されるとともに、国際的にも

我々の取り組みに関して情報発信することを予

定している。 

 

 

Ｅ．結論 

次期健康日本21に向けた睡眠健康増進施策の

発展を目指した、次世代のデジタル睡眠管理法の

開発および有用性・実行性評価を進めている。本

研究事業の成果を国際的に発信していくことで

成熟度を高め、本邦の睡眠健康増進基盤の質の向

上を目指す。 
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用した睡眠健康増進 -医療前段階を中心に

-．睡眠関連疾患における最良の Patient 

Journeyを目指した IoTやデジタルデバイス

の活用 日本睡眠学会第 48回定期学術集会 

2024年 7月 18－19日 （神奈川） 

5) 栗山健一. 「健康づくりのための睡眠ガイド

2023」における高齢者の睡眠健康目標．日本

睡眠学会第 48回定期学術集会 2024年 7月

18－19日 （神奈川） 

6) 河村葵、羽澄恵、岡邨しのぶ、伏見もも、吉

池卓也、栗山健一．職域における睡眠簡易健

診、睡眠衛生指導の有用性．日本睡眠学会第

48回定期学術集会 2024年 7月 18－19日 

（神奈川） 

7) 栗山健一. 高齢不眠の病態基盤の理解と治療

戦略 ～健康づくりのための睡眠ガイド 2023

の理解も含めて～. 第 8回日本老年薬学会

学術集会 2024年 5月 19日 （東京） 

8) 羽澄恵、河村葵、吉池卓也、松井健太郎、北

村真吾、都留あゆみ、長尾賢太朗、内海智

博、伊豆原宗人、高橋絵里矢、伏見もも、江

藤太亮、西大輔、栗山健一．Bedtime 

Procrastination Scale日本語版の開発と妥

当性・信頼性の検討．日本睡眠学会第 48回

定期学術集会 2024 年 7月 18－19日 （神

奈川） 

9) 松井健太郎、志村哲祥、駒田陽子、岡島義、

橋本英樹、大橋由基、尾崎章子、栗山健一．

一般勤労者の平日の睡眠時間短縮に寄与する

要因の縦断的検討．日本睡眠学会第 48回定

期学術集会 2024年 7月 18－19日 （神奈

川） 

10) 伏見もも、河村葵、内海智博、吉池卓也、松

井健太郎、都留あゆみ、伊豆原宗人、有竹清

夏、栗山健一．日本人における不溶性食物繊

維摂取と睡眠休養感の関連．日本睡眠学会第

48回定期学術集会 2024年 7月 18－19日 

（神奈川） 

11) 内海智博、吉池卓也、河村葵、松井健太郎、

栗山健一．労働世代における週末の寝だめと

死亡転帰の関連（縦断的検討）．6NCリトリ

ート 2024年 4月 13日 （東京） 

 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし
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令和６年度厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価 

手法および適切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発（２４ＦＡ１００１） 

研究分担報告書 

 
 

デジタル睡眠管理法の有用性・実行性の検証 

 

 

研究分担者 栗山 健一   国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 

睡眠・覚醒障害研究部 部長 

吉池 卓也  国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 

睡眠・覚醒障害研究部 精神生理機能研究室長 

大庭 真梨   国立精神・神経医療研究センター 病院 臨床研究 教育研修部門 

情報管理解析部 生物統計解析室長 

兼板 佳孝   日本大学 医学部社会医学系 公衆衛生学分野 教授 

鈴木 正泰   日本大学 医学部精神医学系 精神医学分野 教授 

井谷 修     国際医療福祉大学 医学部公衆衛生学 教授 

田中 克俊   北里大学 大学院医療系研究科 産業精神保健学 教授 

三島 和夫   秋田大学 大学院医学系研究科精神科学講座 教授 

竹島 正浩   秋田大学 大学院医学系研究科精神科学講座 准教授 

角谷 寛     滋賀医科大学 精神医学講座 特任教授 

有竹 清夏   埼玉県立大学 大学院保健医療福祉学研究科 

保健医療福祉学部健康開発学科 検査技術科学専攻 教授 

上田 泰己   東京大学 大学院医学系研究科システムズ薬理学教室 教授  

                          

研究協力者 内海 智博   国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 

睡眠・覚醒障害研究部 リサーチフェロー 

      長尾賢太朗  国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 

睡眠・覚醒障害研究部 リサーチフェロー 

      河村 葵   国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 

睡眠・覚醒障害研究部 流動研究員 

 

研究要旨 

健康日本 21（第三次）の休養指標である、睡眠時間（および床上時間）を適正化し、睡眠の質（睡眠

による休養感）を向上させるために作成された「健康づくりのための睡眠ガイド 2023」に基づく、デジ

タル睡眠管理法を提案し、これの実行可能性および有用性を検証するための縦断調査（ランダム化比較

試験）を計画・実施する。主に勤労世代の成人を対象とし、6か月間の追跡期間中に、上記に基づくスマ

ートフォンアプリケーションおよびウェアラブルデバイスを用いた睡眠管理を使用し、使用前後の仕事

パフォーマンス、健康関連 QOLの改善度、健康指標の改善度、アプリケーションやデバイスの使用度等を

評価する。本研究成果は、実行性・有用性の高い次世代デジタル睡眠健康管理プラットフォームの作成お

よび、健康日本 21の休養目標達成のための個人・職域睡眠健康管理に活用可能である。 

 

Ａ．研究目的 

 健康日本21（第三次）の休養指標である、睡眠

時間（および床上時間）を適正化し、睡眠の質（睡

眠による休養感）を向上させるための指針として、

科学的検証に基づく「健康づくりのための睡眠ガ

イド2023」が作成された。国民はこのガイドに則
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り、自身の睡眠・生活習慣を適正化し、睡眠障害

の予防及び早期発見・早期介入を志すことで、睡

眠健康を増進させることが可能となる。これをよ

り容易にするために、国民一人ひとりが自らの睡

眠・生活習慣等を振り返るための睡眠チェックシ

ートおよび、具体的な改善案を提示するアドバイ

スシートを作成した。 

しかし睡眠時間・床上時間においては、客観的

な評価に基づく指標がより生理的休養量を反映

するため、これをチェックシートに反映させるシ

ステムが必要である。我々の研究班では前事業

（厚生労働科学研究・21FA1002）において、睡眠

チェックシートおよびアドバイスシートを統括

した機能を備えるデジタルアプリの基盤となるA

PI（Application Programming Interface）の開

発も並行して実施した。このAPIは、ウェアラブル

デバイスにより客観的に測定した睡眠時間・床上

時間・睡眠の質指標等を読み込み、主観的な睡眠

時間・床上時間・睡眠休養感と併せて睡眠健康度

を評価し、ユーザーにフィードバックする機能拡

張が可能である。 

このAPIを用いた睡眠管理の有用性を検証する

ために、主に勤労世代の成人を対象とした縦断介

入試験を計画している。この介入研究では、心身

の健康指標やプレゼンティーズムをエンドポイ

ントとし、適切な睡眠時間および睡眠の質（睡眠

休養感等）の確保による上記エンドポイントへの

影響度を評価するとともに、職域で実施する健康

診断およびストレスチェックの結果を用いた健

康増進への寄与度も評価する。さらに、睡眠チェ

ックシートで評価する睡眠環境・生活習慣、嗜好

品の摂取等の変化（改善）による影響のみならず、

ウェアラブルデバイスを用いた睡眠評価の有用

性の評価も併せて実施する。本縦断研究の成果は、

主に勤労世代における、次世代デジタル睡眠管理

の設計における参考情報として活用可能である

とともに、デジタルプラットフォームを活用した

睡眠疫学調査のフィージビリティを推計する上

で重要な参考情報となる。 

 

 

Ｂ．研究方法 

 研究デザイン・実施チーム（栗山、吉池、大庭、

兼板、鈴木、井谷、田中、三島、竹島、角谷、有竹、

上田）が、本研究遂行に関わる。研究デザインは主

に、栗山、佐伯、兼板、井谷との協議のうえで立案

し、API・アプリ開発チームの提案を含めた全班員

との協議を経て、デザインの確立および研究を実

施する。 

自治体・企業等の協力を得て、各団体の所属職

員を対象に参加者を募集する。同意取得後に研究

対象者の人口統計データ、職域の一般健康診断お

よびストレスチェックデータ（2024 年度）、仕事

の パ フ ォ ー マ ン ス （ Work Limitations 

Questionnaire Short-Form 日本語版：WLQ-SF-

J）、健康関連 QOL（SF-8-J）と睡眠・生活習慣

および嗜好品の摂取状況、睡眠障害症候（健康日

本 21 睡眠チェックシート）、睡眠習慣改善に関す

る自己効力感を、各質問票を用いて収集する。 

研究対象者を、乱数表を用いて以下の 4 群に割り

付ける。①ウェアラブルデバイス（Fitbit Inspire 

3：Google LLC）＆睡眠アプリ（API）使用、②睡

眠アプリ（API）のみ使用、③ウェアラブルデバイ

ス（Fitbit Inspire 3）のみ使用、④ウェアラブル

デバイス・睡眠アプリいずれも使用しない（対照

群）。 

研究対象者は自らの睡眠管理を、各群に割り振

られた方法を用いて 6 か月間行う。ウェアラブル

デバイスは、同意取得日より装着・使用開始し、睡

眠アプリは、各対象者のスマートフォン（私物）に

インストールする。ウェアラブルデバイスは

Fitbit アプリ（無料：Google LLC）を用いて管理

する。さらに、睡眠・覚醒パターンを、心想計アプ

リ（無料：株式会社ツリーベル）を用い自動記録す

る。いずれのアプリも、研究用の Google アカウン

ト（対象者ごとに作成）を割り当て、これと紐づけ

る。睡眠チェックシートには睡眠アプリを介して

1 週間おきに記入する。さらに、環境センサ

（2JCIE-BU01：オムロン株式会社）をすべての研

究対象者の寝室に設置し、温度、湿度、照度、気

圧、騒音、振動等の寝室環境指標を継続的に計測

する。ウェアラブルデバイス、スマートフォンを

用いたデジタルデータの収集は、株式会社ツリー

ベルに委託する。 

研究期間中は逐一、対面もしくは Web を介し

て、睡眠管理中に生じた課題を相談できる機会を

設ける。約 6 か月後に再度、職域の一般健康診断

およびストレスチェックデータ（2025 年度）、仕
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事のパフォーマンス（WLQ-SF-J）、健康関連 QOL

（SF-8）、睡眠・生活習慣等（健康日本 21 睡眠

チェックシート）を評価するとともに、研究期間

中に新たに発症・発覚した疾患に関して集計する。 

WLQ-SF-J 得点および SF-8-J 得点をプライマ

リエンドポイント、睡眠習慣、寝室環境および一

般健康診断・ストレスチェックデータ等をセカン

ダリエンドポイントとし、各介入効果を評価する。 

 

倫理面への配慮 

本研究は、文部科学省・厚生労働省の「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に基づき、

国立精神・神経医療研究センター倫理委員委員会

の承認を受けて行う。 

 

 

Ｃ．研究結果 

現在、上記件研究を遂行中である。すでに研究

デザインを確立し、国立精神・神経医療研究セン

ター倫理委員委員会より、2025 年 2 月 10 日に研

究計画が承認された（同年 3 月 26 日に修正申請

の承認あり）。2025 年 4 月中旬より研究対象者の

組み入れを予定している。 

 

 

Ｄ．考察 

研究は順調に進捗している。本研究は、健康日

本21（第三次）および「健康づくりのための睡眠

ガイド2023」に準拠したAPIに基づくスマートフ

ォンアプリケーションおよびウェアラブルデバ

イス（Fitbit）を用い、自治体・企業等における

職域集団において、所属員の睡眠管理を行うこと

の実行可能性および有用性を評価することを目

的とする。仕事のパフォーマンス（プレゼンティ

ーズム）および、健康状態等を評価項目とし、ス

マートフォンアプリケーション・ウェアラブルデ

バイスの使用実態（頻度等）との関連を評価する

ことにより、上記睡眠習慣管理法の実行可能性お

よび有用性を評価することができる。さらに本手

法の改善に寄与する情報を収集することも目的

の一つとしており、本研究の成果は、より実行性

・有用性の高い次世代デジタル睡眠健康管理プラ

ットフォームを作成することに貢献する。 

 

 

Ｅ．結論 

本手法を拡充し市場普及を実現させ、広く国民

の健康増進に寄与することを目指す。さらに、勤

労世代の成人に限定せず、あらゆる世代の国民に

有用な手法の開発も視野に入れる。本手法を応用

することにより、デジタルプラットフォームを活

用した睡眠疫学調査の実現を目指す。 

 

 

Ｆ．研究発表 

1. 論文発表 

1) Matsui K, Usui A, Takei Y, Kuriyama K, 

Inoue Y. Sleep schedules and MSLT-based 

diagnosis of narcolepsy type 2 and 

idiopathic hypersomnia: Exploring 

potential associations in a large 

clinical sample. J Sleep Res 12: e14402, 

2024. 

2) Kuriyama K. Social determinants of sleep 

quality: association between sleep 

quality and living environment among 

older individuals. Sleep Biol Rhythms 

22(3): 301-302, 2024. 

3) Izuhara M, Matsui K, Okubo R, Yoshiike 

T, Nagao K, Kawamura A, Tsuru A, Utsumi 

T, Hazumi M, Sasaki Y, Takeda K, Komaki 

H, Oi H, Kim Y, Kuriyama K, Miyama T, 

Nakagome K. Association of COVID-19 

preventive behavior and job-related 

stress with the sleep quality of 

healthcare workers one year into the 

COVID-19 outbreak: a Japanese cross-

sectional survey. Biopsychosoc Med 

18(1): 8, 2024. 

4) Hazumi M, Kawamura A, Yoshiike T, Matsui 

K, Kitamura S, Tsuru A, Nagao K, Ayabe 

N, Utsumi T, Izuhara M, Shinozaki M, 

Takahashi E, Fukumizu M, Fushimi M, 

Okabe S, Eto T, Nishi D, Kuriyama K. 

Development and validation of the 

Japanese version of the Bedtime 

Procrastination Scale (BPS-J). BMC 

Psychol 12(1): 56, 2024. 

 

2. 学会発表 

1) 栗山健一. 「国民の睡眠健康目標に准じた

精神疾患患者の睡眠治療の考え方」 第 43

回日本社会精神医学会 2025年 3月 14日 

（浜松町） 
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2) 栗山健一. 「健康づくりのための睡眠ガイ

ド 2023」の概要・活用・発展．メインシン

ポジウム「身体活動、食・栄養、飲酒、睡眠

のガイドライン策定とエビデンスギャップ」

第 26回日本健康支援学会年次学術大会 

2025年 3月 7日（川崎） 

3) 栗山健一.  「睡眠の質」と心身の健康．睡

眠医学の最新トピックスと総合病院精神医療

での展開．第 37回日本総合病院精神医学会

総会 2024年 11月 29－30日 （熊本） 

4) 栗山健一. IoTやウエアラブルデバイスを活

用した睡眠健康増進 -医療前段階を中心に

-．睡眠関連疾患における最良の Patient 

Journeyを目指した IoTやデジタルデバイス

の活用 日本睡眠学会第 48回定期学術集会 

2024年 7月 18－19日 （神奈川） 

5) 栗山健一. 「健康づくりのための睡眠ガイド

2023」における高齢者の睡眠健康目標．日本

睡眠学会第 48回定期学術集会 2024年 7月

18－19日 （神奈川） 

6) 河村葵、羽澄恵、岡邨しのぶ、伏見もも、吉

池卓也、栗山健一．職域における睡眠簡易健

診、睡眠衛生指導の有用性．日本睡眠学会第

48回定期学術集会 2024年 7月 18－19日 

（神奈川） 

7) 栗山健一. 高齢不眠の病態基盤の理解と治療

戦略 ～健康づくりのための睡眠ガイド 2023

の理解も含めて～. 第 8回日本老年薬学会

学術集会 2024年 5月 19日 （東京） 

8) 羽澄恵、河村葵、吉池卓也、松井健太郎、北

村真吾、都留あゆみ、長尾賢太朗、内海智

博、伊豆原宗人、高橋絵里矢、伏見もも、江

藤太亮、西大輔、栗山健一．Bedtime 

Procrastination Scale日本語版の開発と妥

当性・信頼性の検討．日本睡眠学会第 48回

定期学術集会 2024年 7月 18－19日 （神

奈川） 

9) 岡邨しのぶ、吉池卓也、河村葵、内海智博、

長尾賢太朗、松井健太郎、北村真吾、栗山健

一．東日本大震災の被災住民において全身性

炎症は不眠症状を介しうつ症状と関連する．

日本睡眠学会第 48回定期学術集会 2024年

7月 18－19日 （神奈川） 

10) 矢嶌智貴、内海智博、河村葵、長尾賢太朗、

松井健太郎、江藤太亮、Srishti Tripathi、

北村真吾、松田陽子、伊藤正哉、中島聡美、

栗山健一、吉池卓也．死別後の悲嘆における

喪失回避と睡眠持続性の関連．日本睡眠学会

第 48回定期学術集会 2024年 7月 18－19

日 （神奈川） 

11) 松井健太郎、志村哲祥、駒田陽子、岡島義、

橋本英樹、大橋由基、尾崎章子、栗山健一．

一般勤労者の平日の睡眠時間短縮に寄与する

要因の縦断的検討．日本睡眠学会第 48回定

期学術集会 2024年 7月 18－19日 （神奈

川） 

12) 松島舜、松井健太郎、河村葵、吉池卓也、都

留あゆみ、長尾賢太朗、内海智博、伊豆原宗

人、木附隼、羽澄恵、北村真吾、栗山健一．

睡眠障害外来における RBDSQの臨床的有用性

と偽陽性に関する検討．日本睡眠学会第 48

回定期学術集会 2024年 7月 18－19日 

（神奈川） 

13) 内海智博、吉池卓也、松井健太郎、河村葵、

長尾賢太朗、羽澄恵、佐藤典子、栗山健一．

Comorbid insomnia and sleep apnea

（COMISA）の病態と白質変性との関連．日本

睡眠学会第 48回定期学術集会 2024年 7月

18－19日 （神奈川） 

14) 伏見もも、河村葵、内海智博、吉池卓也、松

井健太郎、都留あゆみ、伊豆原宗人、有竹清

夏、栗山健一．日本人における不溶性食物繊

維摂取と睡眠休養感の関連．日本睡眠学会第

48回定期学術集会 2024年 7月 18－19日 

（神奈川） 

15) 内海智博、吉池卓也、松井健太郎、河村葵、

長尾賢太朗、都留あゆみ、木附隼、羽澄恵、

佐藤典子、栗山健一．Comorbid insomnia 

and sleep apnea（COMISA）の病態と白質変

性との関連．第 120回日本精神神経学会学術

集会 2024年 6月 20－22日 （北海道） 

16) 海智博、吉池卓也、河村葵、松井健太郎、栗

山健一．労働世代における週末の寝だめと死

亡転帰の関連（縦断的検討）．6NCリトリー

ト 2024年 4月 13日 （東京） 

 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 
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令和６年度厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価 

手法および適切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発（２４ＦＡ１００１） 

研究分担報告書 

 
 

睡眠時間・睡眠休養感の確保のための API・アプリ開発に関する研究 

 

 

研究分担者 尾崎 章子  東北大学大学院医学系研究科老年・在宅看護学分野 教授 

      佐伯 圭吾  奈良医科大学疫学・予防医学講座 教授 

      駒田 陽子  東京科学大学リベラルアーツ研究教育院 教授 

      志村 哲祥  東京医科大学睡眠学講座 客員教授 

       橋本 英樹  株式会社プロアシスト 新事業開発部 部長 

       栗山 健一    国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 睡眠

・覚醒障害研究部 部長 

 

研究協力者 松井健太郎  国立精神・神経医療研究センター病院 臨床検査部 医長 

            大橋 由基  洛和会音羽リハビリテーション病院 訪問看護ステーシ 

ョン 副所長 

 

研究要旨 

 適切な睡眠時間（床上時間）および睡眠休養感ならびにそれらの確保に影響する就寝環境・生活環境を

客観的に評価する手法の開発を目指し、①睡眠評価アルゴリズムが組み込まれた Web API サーバーの基

盤構築と、睡眠データを入力することで個人に必要な対策が還元できる API を開発し、➁①のアプリの

活用による行動変容関連項目とアプリの有用性・実行性評価に関する項目の検討を行った。 

 API・アプリ開発については、市販のウェアラブルデバイスについて測定可能項目、デバイスメーカー

提供のソフトウェア／サーバー以外での計測データ利用可否とその精度、導入コスト等を調査し、実証

研究に用いるデバイスを選定した。さらに、スマートフォンに標準搭載されているセンサから得られる

データも活用することとした。スマートフォンおよびウェアラブルデバイスのメーカーが提供するサー

バーを中継して公的管理が可能なクラウドシステムのデータベースに睡眠・生活習慣データを集約・保

存する方式の検討を行い、仕様を決定し設計・実装した。 

 上記のアプリの有用性・実行性評価項目の中に、アプリを用いた睡眠改善行動に関する自己効力感お

よび、アプリの活用度やアプリ活用による睡眠健康改善への期待度を採用する方針を提案した。 

 

Ａ．研究目的 

API・アプリ開発チーム（尾崎、佐伯、駒田、志

村、橋本、栗山）では、適切な睡眠時間（床上時

間）および睡眠休養感を確保するために適した就

寝環境・生活環境を評価・担保する手法の開発を

目指している。具体的には、①睡眠評価アルゴリ

ズムが組み込まれたWeb APIサーバーの基盤構築

と、睡眠データを入力することで、個人に必要な

対策が還元できるAPIを開発し、➁①のアプリの

活用による成果を評価するための、行動変容関連

項目とアプリの有用性・実行性評価に関する項目

の検討を行った。 

 

１．API・アプリ開発 

令和5年度にプロトタイプ版を構築した睡眠チ

ェックシートのデジタル版プラットフォームを

拡張し、市販のウェアラブルデバイスによって計

測された客観的な睡眠データを活用する機能を

加える。デジタル版プラットフォームのWeb API

とデータベースを、公的管理が可能なクラウドシ

ステムとして整備する。このクラウドシステムと

連動するスマートフォンアプリを開発し、ユーザ

ーが入力する主観的な睡眠・生活習慣状況とウェ

アラブルデバイスを用いた計測による客観的な

睡眠データの両方を用いた睡眠健康評価および
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睡眠保健指導を実現する。 

 

２．行動変容関連項目とアプリの有用性・実行性

評価項目の検討 

前述のプラットフォームを利用することで得

られる成果を評価するために、行動変容やプログ

ラムの有用性・実行性評価に関連する文献等を調

査し、研究者間で意見交換を行った。 

 

 

Ｂ．研究方法 

１．API・アプリ開発 

市販のウェアラブルデバイスについて、測定可

能項目、デバイスメーカー提供のソフトウェア／

サーバー以外での計測データ利用可否とその精

度、導入コスト等を調査し、実証研究に用いるデ

バイスを選定する。 

スマートフォンおよびウェアラブルデバイス

のメーカーが提供するサーバーを中継してクラ

ウドデータベースに睡眠・生活習慣データを集約

・保存する方式の検討を行い、仕様を決定し設計

・実装する。 

 

２．行動変容関連項目とアプリの有用性評価項目

の検討 

 行動変容ならびにアプリの有用性をどのように

評価するか、関連する文献等を基に項目抽出に関

する議論を行う。 

 

倫理面への配慮 

 本システム開発自体は人を対象とした研究では

ない。 

 

 

Ｃ．研究結果 

１．API・アプリ開発 

将来的には特定のベンダーのデバイスやシス

テムに限定しない汎用的な構成の実現が必要と

なるが、令和7年度に実施予定の実証研究に用い

る構成として、Google社のFitbitとツリーベル社

のセンサデータ集約システムの採用を提案した。

ツリーベル社はスマートフォン標準搭載センサ

を用いて入眠・起床等を検出するアプリケーショ

ン技術も保有しており、その技術も活用すること

を提案した。 

実証研究用システムとして、ウェアラブルデバ

イス、スマートフォンアプリ、中継サーバー、研

究用サーバーが連動するシステムを構築した。 

スマートフォンアプリは、ツリーベル社のフレ

ームワークをベースに開発し、ウェアラブルデバ

イスからの睡眠データの取得、睡眠日誌の作成、

中継サーバーへのデータ送信の機能を実装した。 

中継サーバーには、Google社のサーバー経由で

Fitbitデータを取得し、スマートフォンから送ら

れる睡眠データを集約し、集約したデータを研究

用サーバーへ転送する機能を実装した。 

研究用サーバーには、令和5年度にプロトタイ

プ版を構築した睡眠チェックシートのデジタル

版プラットフォームを拡張し、ユーザーが入力す

る主観データとウェアラブルデバイスからの客

観データを受信し保健指導アドバイスを返信す

るWeb APIとデータベースを構築した。 

 

２．行動変容関連項目とアプリの有用性・実行性

評価項目の検討 

１）自己効力感（セルフエフィカシー） 

 睡眠に関する適切な支援を提供するためには、

睡眠習慣とともに、睡眠に影響する行動や習慣（睡

眠衛生）の実践状況についても把握する必要があ

る。 

行動変容とは、「健康の維持と増進のために行

動を望ましいものに改善する」ことと定義されて

いる。具体例としては、①今までに経験したこと

のない行動を新たに始めること、②かつて経験し

たことのある行動を再開すること、③好ましくな

い行動をやめること、④行動を修正すること、⑤

これら４つを継続すること、より構成される（津

田，2019）。 

行動変容には多くの要因が複雑に関連している

が、行動変容の機序に関する理論のひとつに統合

モデルがある（Montano et al, 2008）。統合モデ

ルでは、主に改善を期待する行動Ｘについて、態

度（Attitude）、規範（Perceived Norm）、個人の

力量（Personal agency）が醸成され、改善の意図

（Intention to perform the behavior）が高まる

ことで、改善のための行動（Behavior）が生まれ

る。態度や規範は、長きに渡り個々が生きた時代

や社会の中で、価値、信念から醸成される（Ohashi 

et al, 2017）。 

一方、個人の力量は、自己効力感と行動制御か

ら成る（Bandura, 2006）。行動制御は、様々な環

境要因がその行動の実行を容易にするのか困難に

するのかについての個人の認識の程度によって決
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まる。自己効力感は、さまざまな障壁や課題に直

面してもその行動を実行できる能力に対する自信

の度合い、つまり、目標を達成するための能力を

自らが持っていると認識することを指す

（Bandura, 1997）。そこで、実証研究では、まず

アプリケーションに表示されたアドバイスを実際

に実践できる自信の度合い（自己効力感）を評価

する方針を提案した。 

【質問項目】 

〇アプリを用いて睡眠改善行動が実践できると思

っている程度（セルフエフィカシー） 

「よい睡眠をとるために、表示されたアドバイス

（睡眠改善行動）をどの程度実践（実行）できると

思いますか？」 

１．実践できる 

２．やや（ある程度）実践できる 

３．あまり実践できない 

４．まったく実践できない 

 

２）アプリケーションの有用性 

 アプリケーションの有用性評価として、①行動

変容ツールとしてのアプリケーションの活用度、

②アプリケーション活用による睡眠健康の改善へ

の有用性（期待）を評価する方針とした。①の活用

度は、アプリケーションの活用のし易さも反映し

ている。また、自由記載欄を設けその理由を問う

ことで、今後のアプリケーションの改善や行動変

容プログラムの検討に役立てる方針とした。 

【質問項目】 

〇アプリの有用性 

このアプリを使い続けたいですか？ 

１．そう思う 

２．ややそう思う 

３．あまりそう思わない 

４．そう思わない 

その理由（              ） 

 

〇アプリ活用による睡眠健康改善への有用性 

このアプリを使い続けることで、睡眠の改善に役

立つと思いますか？ 

１．そう思う 

２．ややそう思う 

３．あまりそう思わない 

４．そう思わない 

その理由（              ） 

 

 

Ｄ．考察 

１．API・アプリ開発 

令和7年度の実証研究に絞った設計・実装を行

なった。今後は実証研究で得られたデータ・知見

を反映したシステム改良と汎用性の向上が課題

となる。 

２．行動変容関連項目とアプリの有用性・実行性

評価項目の検討 

 自己効力感はアプリを活用し、アドバイス（睡

眠改善行動）が実践（実行）できると思う程度を問

うものである。実際の実践（実行）状況と突合する

ことで、どのような人にとってどのような項目が

実践しやすい（しにくい）のか、詳細な分析が可能

となる。 

 アプリの有用性・実行性を評価する目的として

は、①国民が自発的に本アプリをダウンロードし

て活用してもらうための評価と、➁国民の睡眠健

康のために活用してもらうための評価が考えられ

る。①本アプリを使い続けたいと思うか、すなわ

ち使用継続の有用性については、本研究で開発し

たアプリのアクセシビリティを問うことで、どの

よう機能や設計が効果的であるか、今後の改善・

改良への示唆が得られると考えられる。➁アプリ

活用による睡眠健康改善への有用性に関しては、

例えば睡眠の重要性を理解していても実際には改

善行動がとれない人々への行動変容の促進に有用

であったかを評価することが可能となる。 

 

 

Ｅ．結論 

ユーザーが入力する主観的な睡眠・生活習慣状

況とウェアラブルデバイスを用いた計測による客

観的なデータの両方を用いた睡眠評価および睡眠

保健指導を可能とするスマートフォンアプリを開

発した。 

 アプリの有用性を科学的に評価することは根拠

に基づいた健康支援の展開に不可欠である。今後、

実証研究によってアプリの有用性・実行性が示さ

れれば、活用を促進するための制度設計などに活

用する展開が期待できる。 

 

 

Ｆ．研究発表 

1. 論文発表 

Mitsui K, Saeki K, Sun M, Yamagami Y, Tai Y, 

Obayashi K. Effects of a violet-excitation 

light-emitting diode on melatonin secretion 

and sleepiness: preliminary findings from a 

randomized controlled trial. J Clin Sleep 
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Med. 2024;20(1):101-9. 

Obayashi K, Saeki K, Tai Y, Yamagami Y, 

Esaki Y, Yoshikawa T, Sugie K, Kataoka H. 

Daily light exposure profiles and the 

association with objective sleep quality in 

patients with Parkinson's disease: The 

PHASE study. Sleep. 2024;47(8). 

Tomioka K, Shima M, Saeki K. Prevalence of 

nonrestorative sleep before and during the 

COVID-19 pandemic: based on a nationwide 

cross-sectional survey among Japanese in 

2019 and 2022. Environ Health Prev Med. 

2025;30:6. 

Sato N, Matsui K, Arakida M, Akaho R, 

Nishimura K, Nomura T. Correlations between 

clinical insomnia and psychophysiological 

factors in postoperative patients 

discharged from the ICU: A cross-sectional 

study. PCN Rep. 2025 Mar 20;4(1):e70081. 

 

2. 学会発表 

Kentaro Matsui, Akiyoshi Shimura, Yoko 

Komada, Isa Okajima, Hideki Hashimoto, 

Yuki Ohashi, Akiko Ozaki, Kenichi 

Kuriyama. Longitudinal study of factors 

contributing to shorter weekday sleep 

duration in general workers. The 27th 

Congress of the European Sleep Research 

Society. 2024年 9月 24日 Seville 

佐伯圭吾. 睡眠ガイド利用の促進とその有効性に

関する縦断研究の立案. 日本睡眠学会第 48回

定期学術集会 202/7/19 横浜 

駒田陽子. 子どものスリープヘルスの社会実装に

向けて. 日本睡眠学会第 48回定期学術集会 特

別企画 Pediatric Sleep Health. 2024/7/18-

19 横浜 

志村哲祥. 慢性不眠症に対する各種治療法の実力

を考える - 睡眠衛生指導. 日本睡眠学会第 48

回定期学術集会 2024年 7月 18日 横浜 

志村哲祥. ウェアラブルデバイス等を活用した睡

眠ガイド 2023の強化・発展. 日本睡眠学会第

48回定期学術集会 2024年 7月 19日 横浜 

松井健太郎, 志村哲祥, 駒田陽子, 岡島義, 橋本

英樹, 大橋由基, 尾崎章子, 栗山健一. 一般勤

労者の平日の睡眠時間短縮に寄与する要因の縦

断的検討. 日本睡眠学会第 48回定期学術集会. 

2024/7/18-19 横浜 

松井健太郎, 吉池卓也, 河村葵, 長尾賢太朗, 内

海智博, 羽澄恵, 伊豆原宗人, 木附隼, 松島 

舜, 北村真吾, 栗山健一. 睡眠に関するオンラ

インでの啓発活動において「ながら視聴」が睡
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３．研究者名  （所属部署・職名） 精神保健研究所 睡眠・覚醒障害研究部 精神生理機能研究室長 

 （氏名・フリガナ） 吉池 卓也 （ヨシイケ タクヤ）

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■ □ ■ 

国立精神・神経医療研究センター

倫理委員会 
□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェ

ックし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和７年３月２６日 
厚生労働大臣  

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）   

 機関名 国立精神・神経医療研究センター 
所属研究機関長 職 名 理事長 

氏 名 中込 和幸 

次の職員の（令和）６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および 

適切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発  

３．研究者名  （所属部署・職名）病院 臨床研究・教育研修部門 情報管理・解析部 生物統計解析室長 

 （氏名・フリガナ） 大庭 真梨 （オオバ マリ）

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■ □ ■ 

国立精神・神経医療研究セン

ター
□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無□（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和  7年  3月  31日 

厚生労働大臣   殿 
 機関名  日本大学医学部 

所属研究機関長 職 名  医学部長 

 氏 名 木下 浩作  

次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および 

適切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発  

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部 教授 

 （氏名・フリガナ） 兼板 佳孝（カネイタ ヨシタカ）

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□ ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 7年 3月 31日 
厚生労働大臣  

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）   

機関名 日本大学医学部 

所属研究機関長 職 名  医学部長 

 氏 名 木下 浩作 

次の職員の（令和）６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および 

適切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発  

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部・教授 

 （氏名・フリガナ） 鈴木正泰・スズキマサヒロ 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□ ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 7年 3月  31日 
厚生労働大臣 殿 

 機関名 国際医療福祉大学 

所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 鈴木 康裕 

次の職員の（令和）６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および 

適切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発  

３．研究者名  （所属部署・職名）医学部公衆衛生学・教授 

 （氏名・フリガナ） 井谷 修・イタニ オサム

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□ ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和７年２月２１日 

厚生労働大臣 殿 

  機関名  国立大学法人東北大学 

所属研究機関長 職 名  総長

氏 名 冨永 悌二 

次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および

適切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発  

３．研究者名  （所属部署・職名）大学院医学系研究科・教授 

（氏名・フリガナ）尾﨑 章子・オザキ アキコ

４．倫理審査の状況

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□ ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：    ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 ■ 無 □（有の場合はその内容：研究実施の際の留意点を示した。 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



2025 年 3 月  25 日 
厚生労働大臣  

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）     

 機関名  北里大学 

所属研究機関長 職 名  学長 

 氏 名 砂塚 敏明 

次の職員の（令和）６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および 

適切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発  

３．研究者名  （所属部署・職名） 大学院 医療系研究科 教授 

 （氏名・フリガナ） 田中 克俊  （タナカ カツトシ）

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■ □ ■ 

国立精神神経医療研究 

センター
□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。





令和７年３月２４日 
厚生労働大臣 殿

 機関名 国立大学法人秋田大学 

所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 南谷 佳弘 

次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および適切

な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発 

３．研究者名  （所属部署・職名）    大学院医学系研究科・教授 

（氏名・フリガナ） 三島 和夫（ミシマ カズオ） 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□ ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和７年３月２４日 
厚生労働大臣 殿

 機関名 国立大学法人秋田大学 

所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 南谷 佳弘 

次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および適切

な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発 

３．研究者名  （所属部署・職名）    大学院医学系研究科・准教授 

（氏名・フリガナ） 竹島 正浩（タケシマ マサヒロ） 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□ ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和７年３月２１日 
厚生労働大臣 

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）   

  機関名 国立大学法人滋賀医科大学 

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 上本 伸二 

次の職員の（令和）６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および

適切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発  

３．研究者名  （所属部署・職名） 精神医学講座・特任教授 

（氏名・フリガナ） 角谷 寛・カドタニ ヒロシ

４．倫理審査の状況

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□ ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：  ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和７年３月３１日 
厚生労働大臣

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）   

 機関名 埼玉県立大学 

所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 林 裕栄 

次の職員の（令和）６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および 

適切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発  

３．研究者名  （所属部署・職名） 保健医療福祉学部 教授  

 （氏名・フリガナ） 有竹 清夏 （アリタケ サヤカ）

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有 無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□ ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



2025年3月18日 
厚生労働大臣  

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）   

 機関名 東京科学大学 

所属研究機関長 職 名 理事長 

氏 名  大竹 尚登 

次の職員の（令和）６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および 

適切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発  

３．研究者名  （所属部署・職名） リベラルアーツ研究教育院・教授 

 （氏名・フリガナ） 駒田陽子・コマダヨウコ 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■ □ ■ 東京科学大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。





令和７年３月１３日 
厚生労働大臣 殿 

 機関名 国立大学法人東京大学 

所属研究機関長 職 名 学長

 氏 名 藤井 輝夫  

 次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および適

切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発 

３．研究者名 大学院医学系研究科システムズ薬理学教室 教授 

上田 泰己 (ウエダ ヒロキ)

４．倫理審査の状況

該当性の有無 

有 無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■ □ ■ 東京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等

の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：  ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■ 未受講 □ 

６．利益相反の管理

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和7年 3月 31日 
厚生労働大臣 殿 

 機関名 株式会社プロアシスト 

所属研究機関長 職 名 代表取締役社長 

氏 名 阪田 敦視 

次の職員の（令和）６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

２．研究課題名 睡眠時間・睡眠休養感の確保に影響する就寝環境・生活習慣の客観的評価手法および 

適切な睡眠取得のための介入・環境整備法の開発 

３．研究者名  （所属部署・職名） 新事業開発部 部長 

 （氏名・フリガナ） 橋本 英樹 （ハシモト ヒデキ） 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■ □ ■ 

国立精神・神経医療研究セン

ター倫理委員会
□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 □ 無 ■（無の場合はその理由：営利企業のため） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 □ 無 ■（無の場合は委託先機関：国立精神・神経医療研究センター） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 ■ 無 □（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。


